　水の電気分解
　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　.

水を何とか分解して，水の正体を調べよう

水は何からできているのだろうか?

◎そもそも水は水からできているのではないか?    ←2000年以上前の考え。

◎分解といえば酸化銀や炭酸水素ナトリウムを分解するには（　　　　　　　　　　）を使った。

→水もその方法でＯＫか？

→（　　　　　　　　　　　　　　　　）

☆予想しよう

水を（　　　　　　　　）を使って分解すれば，（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）がでてくるだろう。

ヒント：味の材料になるのは「味の素」。水の材料となる，「水の素」はないのか。

水を分解する「Ｈ管装置」を使ってみよう

1 Ｈ管のピンチコックを閉じる。
2 Ｈ管に金属がついているゴム栓（電極）をつける。
3 Ｈ管に調べたい液体を入れる。

4 Ｈ管の上に空気がたまらないように上のゴム栓をゆるく閉める。

5 ピンチコックを開ける。
6 ゴム栓をしっかり閉める。

7 電極に電源装置をつなぐ。
8 電源装置を使って電気を流す。（赤が＋，黒が－）

→どうなるか（




　　　）

9 （　　　　　　　　　　　）を3g溶かした液を用意する

→上の操作をやり直す。どうなるか（




　　　）

◎なぜこんなことをするのか？（

　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　）

10 どちらかの試験管にある程度気体がたまるまでしばらく様子を見る。
（発生する気体の量で、気づいたこと：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
11 ピンチコックを閉じる。
12 それぞれの気体に「マッチの火」を近づけてからゴム栓をとってみる。
13 次にそれぞれの気体に火のついた線香を入れてみる。
14 ⑦を＋極，－極両方の試験管に試してみる。そして，これらの結果を下の表にかく。
結果をまとめよう

	電極
	マッチの火を近づける
	線香の火を近づける
	試験管の正体

	＋極（赤い方）
	
	
	

	―極（黒い方）
	
	
	


結果：　　

水　→　（　　　　　　　　　　）　＋　（　　　　　　　　　　）
